
（第三種郵便物認可） ２００９年４月１５日大阪歯科保険医新聞 （５、15、25日発行）（２）

各
地
区
で
総
会 

新
役
員
を
選
出

　

協
会
南
河
内
地
区
は
、
総

会
を
３
月
28
日
に
す
ば
る
ホ

ー
ル
で
開
き
、
歯
科
医
師
な

ど
20
人
が
参
加
し
た
。
総
会

で
は
、
地
区
の
決
算
・
予
算

・
役
員
体
制
・
次
年
度
方
針

案
が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ

た
。
今
後
、
同
地
区
で
は
、

年
３
回
の
講
習
会
や
地
区
会

員
の
親
睦
、
保
険
で
よ
い
歯

科
医
療
を
求
め
て
自
治
体
へ

の
働
き
か
け
を
強
め
る
こ
と

と
し
た
。

　

総
会
記
念
講
演
は
六
甲
ア

イ
ラ
ン
ド
病
院
歯
科
口
腔
外

科
部
長
で
歯
周
病
専
門
医
の

廣
田
阿
佐
緒
氏
が
『
歯
周
外

科
の
基
本
手
技
』
と
題
し
て

講
演
し
た
。
歯
周
治
療
の
中

で
、
歯
周
外
科
の
進
め
方
、

目
的
、
適
応
症
、
分
類
に
つ

い
て
、
ま
た
そ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
、
条
件
な
ど
細
か
く
説
明

し
た
。
ま
た
骨
移
植
の
適
応

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

は
、
地
区
総
会
と
記
念
講
演

を
３
月
28
日
に
サ
ン
ス
ク
エ

ア
堺
で
開
き
、
14
人
が
参
加

し
た
。
08
年
度
の
地
区
活
動

の
ま
と
め
と
次
年
度
の
活
動

方
針
、
役
員
体
制
が
提
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
、
引
き
続
き

下
井
戸
昭
介
氏
を
地
区
責
任

者
と
し
て
確
認
し
た
。

　

活
動
の
ま
と
め
で
は
、
秋

に
取
り
組
ん
だ
社
会
保
障
費

の
撤
回
を
求
め
る
院
長
署
名

で
堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
、

泉
州
地
区
の
全
行
政
区
で
過

半
数
を
超
え
る
協
力
を
得
ら

れ
た
こ
と
や
、
４
医
療
費
助

成
制
度
見
直
し
の
中
止
を
求

め
る
自
治
体
要
請
で
和
泉
市

・
田
尻
町
が
意
見
書
を
採
択

し
た
こ
と
、
子
ど
も
の
無
保

険
問
題
で
も
堺
市
議
会
に
要

請
し
、
現
状
把
握
す
ら
し
て

い
な
か
っ
た
当
局
の
態
度
を

改
善
さ
せ
た
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
た
。
他
に
も
、
泉
州

地
区
の
土
田
仁
評
議
員
が
出

演
し
て
い
る
テ
レ
ビ
番
組

『
寺
谷
一
紀
の
医
療
ど
ぉ
〜

ナ
ル
』
を
放
映
し
、
マ
ス
コ

ミ
を
通
じ
て
歯
科
界
の
現
状

を
訴
え
る
協
会
の
活
動
が
紹

介
さ
れ
た
。

　

総
会
後
は
、
山
上
紘
志
氏

か
ら
本
紙
「
日
常
の
歯
科
臨

床
」
で
掲
載
し
た
「
ビ
ス
フ

ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
（
Ｂ
Ｐ
）

系
薬
剤
と
顎
骨
壊
死
」
の
テ

ー
マ
で
記
念
講
演
が
あ
っ

た
。

症
、
そ
の
材
料
、
Ｇ
Ｔ
Ｒ
に

対
す
る
考
え
方
、
根
分
岐
部

病
変
へ
の
対
処
の
仕
方
も
丁

寧
に
説
明
し
た
。
そ
し
て
基

本
ス
テ
ッ
プ
か
ら
六
甲
ア
イ

ラ
ン
ド
病
院
で
歯
周
外
科
の

と
き
に
使
用
し
て
い
る
手
術

器
具
に
つ
い
て
、
縫
合
法
、

縫
合
糸
に
い
た
る
ま
で
具
体

的
に
説
明
し
た
。
最
後
に
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に
対
す
る

応
用
ま
で
解
説
が
あ
り
、
今

後
歯
周
外
科
を
し
よ
う
と
す

る
先
生
方
に
そ
の
練
習
法
を

伝
授
し
て
終
了
し
た
。

 

（
松
原
市
・
藤
井
佐
都
樹
）

　

協
会
は
新
年
度
へ
の
移
行

に
と
も
な
い
大
阪
市
内
地
区

の
再
編
成
を
行
い
、
新
南
部

地
区
は
３
月
28
日
、
保
険
医

会
館
で
総
会
を
開
き
、
予
算

や
活
動
方
針
、
役
員
体
制
な

ど
を
確
認
し
た
。
①
積
極
的

な
講
習
会
や
文
化
活
動
の
実

施
②
他
団
体
と
連
携
し
て
の

社
会
保
障
を
向
上
さ
せ
る
取

り
組
み
③
訪
問
活
動
な
ど
を

通
し
て
地
区
会
員
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
、
活
動
の
活
性

化
を
図
る―

―

な
ど
を
柱
に

地
区
活
動
に
取
り
組
む
。

　

地
区
責
任
者
に
選
任
さ
れ

た
門
奈
丈
石
氏
は
、「
社
会
保

障
の
充
実
が
な
け
れ
ば
国
民

は
前
途
に
不
安
を
抱
き
、
景

気
の
回
復
な
ど
望
む
べ
く
も

な
い
。
医
科
・
歯
科
１
万
人

の
会
員
の
力
を
結
集
し
て
、

逼
塞
し
た
現
状
の
打
破
に
踏

み
出
そ
う
」
と
協
会
活
動
へ

　

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地

区
は
４
日
、
東
大
阪
市
内
で

総
会
を
開
き
、
活
動
の
ま
と

め
と
方
針
、
決
算
と
予
算
を

承
認
し
、
地
区
役
員
・
評
議

員
を
選
出
。
地
区
責
任
者
に

貴
島
正
彦
氏
を
選
出
し
た
。

　

活
動
方
針
で
は
①
地
区
会

員
間
の
交
流
を
深
め
る
②
他

団
体
と
連
携
を
強
め
地
域
の

医
療
行
政
改
善
に
取
り
組
む

③
地
域
住
民
の
健
康
を
守
り

医
院
の
活
性
化
へ
向
け
た
住

民
健
診
・
健
康
教
室
に
積
極

的
に
取
り
組
む
④
地
域
活
動

の
活
性
化
の
た
め
の
体
制
強

化
を
図
る
こ
と―

―

な
ど
を

確
認
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
高
津
兆
雄

氏
（
大
阪
歯
科
大
学
歯
周
病

学
講
座
准
教
授
）
が
「
臨
床

に
役
立
つ
歯
周
治
療
」
を
テ

ー
マ
に
豊
富
な
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
て
歯
周
病
治
療
の
基
礎

か
ら
難
症
例
の
紹
介
、
行
動

分
析
学
ま
で
分
か
り
や
す
く

講
演
し
た
。
高
津
氏
は
、
歯

周
病
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か

な
い
人
や
気
づ
い
て
も
治
療

し
て
い
な
い
人
が
多
い
こ
と

を
指
摘
。
そ
の
上
で
、
日
本

の
協
力
を
強
く
訴
え
た
。

　

総
会
後
、
講
習
会
「
近
畿

厚
生
局
で
の
審
査
・
指
導
の

強
化
〜
電
算
処
理
シ
ス
テ
ム

と
オ
ン
ラ
イ
ン
化
問
題
〜
」

を
開
き
、
小
澤
力
副
理
事
長

が
講
師
を
務
め
た
。

　

小
澤
氏
は
、
近
畿
厚
生
局

に
移
管
後
、
政
府
の
医
療
費

抑
制
政
策
の
一
環
で
指
導
・

監
査
の
強
化
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
指
摘
し
、
新
規
個
別

指
導
件
数
の
増
加
、
持
参
物

の
増
加
、
患
者
リ
ス
ト
の
前

日
フ
ァ
ク
ス
指
定
な
ど
、
大

阪
の
状
況
を
説
明
し
た
。

治
療
と
、
予
防
の
根
幹
を
な

す
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
重
要
性
、
皮
膚
常
在
菌
の

世
界
や
歯
周
疾
患
の
発
症
メ

カ
ニ
ズ
ム
、
歯
周
外
科
手
術

と
創
傷
ケ
ア
な
ど
を
説
明
し

た
。

し
て
い
く
た
め
、
大
阪
市
内

地
区
合
同
の
役
員
会
を
定
例

で
年
１
回
開
催
す
る
。

　

北
部
地
区
は
近
藤
三
千
雄

氏
（
淀
川
区
）、
東
部
地
区

は
宇
治
田
竜
一
氏
（
中
央

区
）
を
地
区
責
任
者
に
選
出

し
た
。
両
地
区
と
も
①
協
会

が
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組

む
「
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
義
務
化
撤
回
訴
訟
」
に

積
極
的
に
あ
ら
ゆ
る
形
態
で

支
援
す
る
②
役
員
会
を
開
き

〝
会
員
に
喜
ば
れ
る
〞
協
会

ら
し
い
講
習
会
を
企
画
開
催

す
る
③
他
の
大
阪
市
内
地
区

と
合
同
の
交
流
会
を
年
１
回

開
く
④
歯
科
医
師
・
患
者
の

要
求
を
自
治
体
へ
反
映
さ
せ

る
働
き
か
け
と
、
社
会
保
障

推
進
協
議
会
な
ど
と
連
携
し

た
社
会
保
障
を
守
り
改
善
す

る
運
動
⑤
医
科
協
会
該
当

「
支
部
」
と
の
連
携
強
化―

―

を
活
動
の
柱
に
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し
た
。

大
阪
市
内 

再
編
成
し
新
体
制
に

南河内地区

自治体への要請を強化

保険でよい歯科求め

堺・高石・
和泉地区

過
半
数
超
え
る
院
長
署
名

旺
盛
な
地
区
の
活
動
を
報
告

南部地区

地域の社会保障充実目指す

他団体と連携など方針

歯
周
病
学
会
の
歯
周
病
治
療

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た

大阪市西部・
北部･東部地区

新
地
区
で
ス
タ
ー
ト

医
科
協
会
と
連
携
な
ど
の
方
針

　

協
会
の
大
阪
市
内
地
区
の

再
編
に
と
も
な
い
発
足
す

る
、
大
阪
市
西
部
、
北
部
、

東
部
の
３
地
区
は
４
日
に
総

会
を
開
き
、
新
年
度
の
役
員

体
制
と
活
動
計
画
・
予
算
を

承
認
し
た
。

　

新
た
に
、
西
部
地
区
は
西

・
港
・
大
正
・
福
島
・
此
花

・
西
淀
川
の
６
区
、
北
部
地

区
は
旭
・
北
・
東
淀
川
・
都

島
・
淀
川
の
５
区
、
東
部
地

区
は
生
野
・
城
東
・
天
王
寺

・
中
央
・
鶴
見
・
浪
速
・
東

成
の
７
区
を
組
織
す
る
。

　

西
部
地
区
は
冨
本
昌
之
氏

（
港
区
）
を
地
区
責
任
者
と

し
て
選
出
し
た
。
全
身
疾
患

と
歯
科
や
医
院
経
営
・
雇
用

管
理
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
習

会
、
ス
タ
ッ
フ
対
象
の
基
礎

編
・
上
級
編
の
接
遇
セ
ミ
ナ

ー
を
開
く
ほ
か
、
医
科
協
会

支
部
と
の
交
流
、
地
域
で
の

歯
の
健
康
教
室
・
健
診
活
動

の
実
施
に
向
け
て
取
り
組

む
。
ま
た
、
大
阪
市
へ
医
療

・
福
祉
施
策
の
改
善
を
要
望

い
、
小
雨
が
降
り
し
き
る
中

道
行
く
人
に
消
費
税
増
税
反

対
署
名
へ
の
協
力
を
求
め

た
。
行
動
に
は
53
人
が
参
加

し
、
署
名
１
３
１
筆
が
集
ま

っ
た
。
多
く
の
若
者
が
署
名

に
協
力
し
た
。

　

「
政
府
が
走
ら
せ
る
消
費

税
増
税
列
車
を
ス
ト
ッ
プ
さ

せ
よ
う
！
」―

―

。
消
費
税

の
導
入
か
ら
20
年
を
迎
え
各

地
で
宣
伝
や
署
名
行
動
が
行

わ
れ
た
１
日
、
消
費
税
の
増

税
に
反
対
す
る
関
西
連
絡

会
、
消
費
税
廃
止
大
阪
連
絡

会
、
消
費
税
を
な
く
す
大
阪

の
会
の
３
団
体
は
な
ん
ば
高

島
屋
前
で
街
頭
宣
伝
を
行

BPについて話す山上氏
＝３月28日、堺市内 　

オンラインの問題を指摘する
小澤氏＝３月28日、大阪市内

列を作り署名に協力する若者ら
＝１日、なんば高島屋前　　　

歯周治療について話す高津氏
＝４月４日、東大阪市内　　

歯周外科について話す廣田氏
＝３月28日、富田林市内　　

「増税列車ストップ！」
導入20年むかえ　　　　　　
なんば駅頭で消費税反対宣伝

東大阪・八尾
・柏原地区

地
域
住
民
の
健
康
ま
も
る

住
民
健
診
な
ど
の
活
動
方
針


